
中華民国（台湾）福祉用具業界と

Cares expo taipei2025 視察ツアー

全視察先に日本語通訳が同行! 海外進出調査や社員の褒賞旅行に最適です

■ 「Cares expo taipei2025」に参加
（台湾及び中国語圏への販路開拓を検討するには最適な展示会です。）

■ 国立陽明大学 李博士による、台湾の福祉事情レクチャー・討議を実施
■ デイケア介護施設の訪問による、医療・福祉用具の利用の視察・討議を実施。
■ 現地介護用品販売店への訪問と、顧客への適合・供給状況を視察。
■ 義肢装具研究機関や移動補助器具メーカーを訪問し、台湾でのニーズを調査
■ 現地のリハビリテーション業界関係者との交流と情報交換（夕食懇親会を開催）。

＜旅行期間と旅行代金＞
2025 年 9月 25 日(木）～ 9 月 28 日（日）\328,000（展示会及び視察費用を含む）
（注）：別途に燃油サーチャージ・空港諸税等約 25,000 円が必要となります。

1 名 1 室のホテル利用をご希望のかたは 50,000 円の追加料金が必要です。
日本国内の空港からご出発の方は国内線乗継割引運賃がご利用できます。
現地滞在延長等ご相談に応じます。

募集人員：20 名様(視察先の受け入れ定員がありますので、お早目にお申込み下さい。)

共同企画 (公財)テクノエイド協会 (一社）日本福祉用具・生活支援用具協会(JASPA)
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ： 渡邉愼一（横浜市総合リハビリテーションセンター)
後 援 ：（一社）全国福祉用具専門相談員協会

旅行企画手配実施 ： 株式会社フルスコアインターナショナル
(観光庁長官登録旅行業第 2173 号・日本旅行業協会・ JATA 正会員)
〒102-0073 東京都千代田区九段北 1-9-5-803 担当：川上尚志
TEL：03-6303-8351 / e-mail: info@fs-international.jp

企画協力： ＣＢＲコーディネーション 外村龍生
〒225-0002 横浜市青葉区美しが丘 4-22-38
TEL(FAX)：045-901-7068 / e-mail: t-tonomura@coda.ocn.ne.jp

起案日:2025 年 6月 5日



■ご参加のおすすめ

＜ ご 挨 拶 ＞

当協会では、（一社）日本福祉用具・生活支援用具協会（JASPA）との共同企画により、「中華民国（台

湾）福祉用具業界と Caresexpotaipei2025 視察」海外視察研修を企画いたしました。CareExpoTaipei20

25 は、アジア地域の高齢者ケアと健康のための包括的なエコシステムの育成に特化した専門展示会

であり、特に、「治療からケアへ」の移行と在宅支援に重点を置いた展示会です。このほか台湾の保険制

度レクチャー、福祉用具センター、義肢装具開発機関、福祉用具販売店訪問、デイケア施設などの視察

も行います。今回も、福祉用具の専門家である横浜市総合リハビリテーションセンター センター長補佐

の渡邉愼一 様（元厚生労働省 福祉用具・住宅改修指導官）に、コーディネーターとして参加していただ

き、専門職の立場から福祉用具への関わり方と活用の実際についてご指導いただきます

介護現場で専門職として活躍されている方、福祉用具の研究開発や製造・供給に関わる方、保健福祉

の行政に携わっている方など多くの皆様にご参加いただきたいと思います。

公益財団法人テクノエイド協会

理事長 大橋 謙策

■海外研修ご挨拶

一般社団法人日本福祉用具・生活支援用具協会（JASPA）では、福祉用具の安全性への取り組みに

加え、最新の介護テクノロジーや、今後の拡大が期待される海外展開を見据えた福祉用具の普及・啓発

を積極的に進めております。JASPA では、従来、福祉分野に先進的な欧州を中心に、「REHACARE

展」及び近隣施設への海外視察研修を行って参りましたが、一昨年度から、日本から海外への進出に

視点を移し、特にアジアを中心とした視察研修を実施することとしました。

こうしたことを受けて、今年度は台湾（台北）で開催される「Cares Expo Taipei2025 展」と、台湾での介護

保険制度についてのレクチュアのほか、通所介護施設、医療施設、福祉用具センター、福祉用具販売店

等の視察などを組み合わせて計画いたしました。

今後、日本企業が海外に進出するにあたり、アジア諸国の医療・介護に関する現状の把握と、販路開

拓の可能性を知る場として、大変有効となる海外視察研修であると考えております。

特に産業界からのご参加をいただきたく存じます。

一般社団法人日本福祉用具・生活支援用具協会

会 長 坂本 郁夫

国際交流部会長 大山 雅昭



■海外研修ご挨拶

介護保険制度の創設等、我が国はこれまで急激な高齢化を社会課題としてきました。今後は人
口の減少、現役世代の急減とともに医療・介護のニーズが高まるなか、医師や介護士が不足し、十

分な医療・介護が受けられない、社会保障費が増大して介護保険制度等の持続ができるのかなど
の「2040 年問題」が社会課題となり、社会保障制度のあり方について見直しの議論が進んでい

るところです。
今回視察する台湾の 65 歳以上の 人口の割合は 2025 年には 20％になると予測されています。

また、2020 年の合計特殊出生率は 0.99 人で、生産年齢人口も減少するなど日本と同様に高齢
者を支える体制づくりが急務となっています。

Cares expo taipei2025 は、台湾での医療・医薬品・医療機器の展示会の 1つです。また、デイ
ケア施設、介護用品販売店、義肢装具研究機関、移動用具メーカー等の視察に加え、国立陽明大

学の李先生による台湾の福祉関係の説明や関係者との意見交換の機会を設けています。
我が国の介護保険の福祉用具サービスは、居宅サービスでは介護支援（ケアマネジメント）に

ついで利用率が高く、約 275 万人が利用しており、高齢者にとって福祉用具は大変身近なものと
なりました。今回の視察では、台湾の社会保障の仕組、居宅や施設等の介護サービスの状況、福

祉用具の普及状況等、テクノロジーが医療や介護現場でどのように活用されているのかなどにつ
いて、多くの情報を得る機会になると思います。

諸外国の福祉用具やその支給体制を知ることによって、高齢者や障害者の自立を支援すること
ともに、我が国は今後どうあるべきかについて考えるきっかけになればと思います。

視察中はご参加の皆様とできる限り多くの時間を共有し、語り合える機会を持ちたいと考えて
います。

コーディネーター 渡邉 愼一

■コーディネーターのご紹介

渡邉 愼一（わたなべ・しんいち）1961 年生まれ

履 歴： 横浜市総合リハビリテーションセンターセンター長補佐

(元厚生労働省 福祉用具・住宅改修指導官）

一般社団法人神奈川県作業療法士会 顧問

一般社団法人福祉用具専門相談員協会 理事

公益財団法人テクノエイド協会 理事

著 書： 地域リハビリテーション・マニュアル（共著 三輪書店）

福祉用具専門相談員研修指導テキスト（中央法規出版）



視察先・研修のご案内：

■Care expo taipei2025（視察⑦）
6 回目の開催になる「Cares expo taipei」は台湾最大級の【介護業界向けの製品】や
【高齢者向けの健康促進】の展示会であり、 2020 年の開催以降、回を増すごとに参加
者が増加し、前回開催時は 300 を超える展示に 20000 人の参加者がありました。出展
は主に台湾、シンガポール、韓国からになりますが、台湾だけではなく中華圏を商圏として
意識したものになっています。またエンドユーザーも参加できる展示会のため、Btoc 向け
の健康食品等の商品販売もあります。

会場：台北南港展覧館 （TaiNEX） 1 号館 4階

会期：2025 年 9 月 25 日（木）～27 日（土）

視察①デイケア施設訪問【中化銀髮暖時光 新北市土城館】
在宅看護サービスを展開する中化銀髪グループは、台湾で初めてデイケアセンターを開
設した企業になります。通常のデイケアの利用器具以外にも AI を活用したデイケアプロ
グラムを推進しおり、今回は最新のデイケア施設を訪問いたします。

視察②台北市西区補助器具リソースセンター
台北市が主催する公立の施設で台北市在住の障害者向けにサービスを提供していま
す。台北市心身障害者福祉会館の 1階に設置され、障害者向けの補助器具のレンタル
などの業務を行っています

視察③台湾保険制度についてのレクチャー
【国立陽明交通大学 ICF テクノロジー研究センター】
2001 年 ICF 国際生活機能分類の採択以来、台湾政府より「多機能補助器具資源統合
促進センター」の運営を委託されています。当センターは全国的な支援機器資源の統合
と普及の拠点であるだけでなく、支援機器専門サービスに関する中央政府と地方政府と
のコンサルティングもおこなっています。今回はこちらで中心的な役割を担う国立陽明大
学の李博士に台湾の保険制度についてレクチャーをいただきます

デイケア施設 福祉用具センター ICF テクノロジー研究センター



視察④義肢装具センター【臺北榮民總醫院身障重建中心】
各種福祉用具（オーダーメイド福祉用具、福祉用具完成品、福祉用具関連消耗品など）の
販売や医療サービス、補助器具の評価、補助器具（義肢、装具、移動補助器具を含む）の
提供、補助器具の検査と修理サービスなどを提供すると同時に、補装具と補助器具製作
の技術教育を行う専門訓練機関でもあり、理学/作業リハビリ治療、補装具専門家による
補助器具製作なども実施します。

視察⑤福祉用具販売店【明陽來村輔具展示中心】
40 年以上にわたって、補助器具や医療器具の販売だけでなく、遠隔オンラインビデオ
相談サービス、出張サービス（または退院準備サービス、出張サービス）、補助器具レン
タルサービスなどを行っていル販売店で、理学療法士の資格を持っているスタッフも常
駐しています。

視察⑥移動福祉用具メーカー【光星骨科復健器材股份有限公司】
ブランド名【Nova 光星】として活動している車いすやステッキなどの移動用の補助器具メ
ーカーで、製品は世界数十カ国に輸出され、ＥＵから専門的な補助器具メーカーとして
認定されています。近年は重度障害者向けの製品開発に力を注いています。

義肢装具センター 福祉用具販売店 福祉用具メーカー



＜台湾福祉用具業界と CareExpoTaipei2025 視察ツアー 4日間日程表＞

＜ ご旅行代金 ＞

4 日間（3 泊 4日） ￥328,000（1 人部屋追加代金 50,000 円）

※ご旅行代金は、お一人あたり、2名 1室利用時の費用になります。

※空港税等の諸税、燃油サーチャージ（約\25,000）は含まれておりませんので、別途必要となります。

※国内線乗継の割引運賃がご利用できますので、お問合せください。

※ツアー利用以外の航路を希望する場合には別途お問合せください。

■利用航空会社： エバー航空

■募集定員：定員： 20 名 （最少催行人員10 名）

＊10 名以上の参加でツアーを実施いたします。(添乗員が同行いたします。)

■申込締切日：7 月 14 日（月）※締切日後も、空席があれば参加可能です。

■宿泊ホテル：ホテルイリューム台北（4 つ星クラス）

＊ホテルは利用予定になりますので、同等クラスのホテルを利用する場合もあります

ホテル外観 台湾夜市 故宮博物館

＊視察先は交渉中の箇所を含みますので、視察対象名および訪問順序が変更になることがあります。



株式会社フルスコアインターナショナル 行
別紙パンフレットに記載の旅行条件及び旅行手配のために必要な範囲内での運送・宿泊機関等
その他への個人情報の提供について同意の上、以下の旅行に申し込みます。

FAX:03-6303-8352 Mail:info@fs-international.jp

中華民国（台湾）福祉用具業界視察ツアー ご参加申込書

この申込書は渡航書類を作成する基本データになります。もれなく正確に楷書でご記入ください。 お申込日: 月 日

ﾌﾘｶﾞﾅ (姓) (名)
□ 男

□ 女
国 籍

□日本

□その他( )

氏 名
(漢字)

ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ
Name
(ﾛｰﾏ字)

(姓/Surname) (名/Given Name)
生年
月日

西暦 年 月
日
（□大正 □昭和 □平成
年）

ﾌﾘｶﾞﾅ 〒 －

現住所

電話番号: － －

メールアドレス:

勤務先

会社名 所属先

住所

〒 ―

電話番号: － －

メールアドレス:

緊急連絡先
（日本国内）

お名前: 続柄:

住所: 電話番号:

書類の送付先

֡勤務先 □自宅住所
֡その他（住所等をご記入ください）

個室希望 □2名 1室で良い □1名 1室を希望する（追加料金がかかります）

国内線乗り継ぎ

お申込時にパスポートの顔写真ページのコピーもご提出お願いします。

備考
お部屋割りの希望や、ビジネスクラス利用の希望等ありましたらご記載ください。

締切:7月 14日(月)


